アメリカ大学図書館の旅(2) - コロンビア大学ほか - by 後藤, 慶太
Titleアメリカ大学図書館の旅(2) - コロンビア大学ほか -
Author(s)後藤, 慶太





































































































































































研修期間の後半には、NC C（N o r t h







分科会Committee on Japanese Materialsにて、
“Scanned Image Data of Rare Materials for the



















（University of California San Diego）やUCLA
（University of California Los Angeles）の図書館、
ボストン公共図書館（Boston Public Library）、
ニューヨーク公共図書館（New York Public
Library）なども訪問でき、それぞれに深い感
銘を受けました。それから、NCCにおける活
発な議論－ILL、国際協力、著作権、人材育成
等いくつかのトピックごとに、今後10年間で何
に重点を置いて取り組むかということについて
全員で意見を出し合い、一定の方向を決めてい
く姿を目の当たりにして、今まで単純にアメリ
カの図書館やライブラリアンを羨ましく思って
きた自分が恥ずかしくなりました。専門職とし
ての地位は一日にして成らず、また永久に不滅
のものでもないのです。（「ライブラリアンは専
門職とは言え、ランクは低い方で、給料もそれ
ほど高くありません」とは山田さんの弁です。）
軽々に日米を比較するようなことはしたくあ
りませんが、それでも歴然とした差は存在する
ように感じます。京大図書館に一番足らないも
のは…？何のために、誰のために、どんな図書
館サービスを、どのようなポリシーのもとに展
開するかという根本的な目的・目標、構想、方
向性や使命（mission）でしょう。人員は削減
され、予算は縮小され、疲れて余裕のない図書
館員と先人が残してくれた古い資料等の財産で
どうにか食いつないでいるように見えます。
「百聞は一見にしかず」と言いますが、実際
CCNMTL内部の様子
― ―
2001年3月
17
にアメリカに行ってみて本当に貴重な経験をさ
せていただきましたし、考えさせられるところ
もいろいろありました。最後になりましたが、
お世話いただいたみなさまに改めてお礼を申し
上げます。ありがとうございました。
（ごとう　けいた）
附属図書館に『京都古地図コレクション』の寄贈
このほど附属図書館では、京都市上京区在住
の大塚隆氏から、『京都古地図コレクション』
の寄贈を受けた。寄贈を受けた古地図は、江戸
期から近代に至る京都に関する地図の唯一とい
える体系的コレクションである。総数は470余
枚に及び、そのうち280枚は江戸期及び明治期
前半に作製されたものである。
コレクションの中には、江戸期に印刷された
現存する本邦最古の京都市街図である『都記』
（みやこのき）、通称『寛永平安町古圖』（刊年、
版元不明）が含まれている。蔵書印からこれま
でに何人かの所有者の手を経たことがわかる
が、中には木村蒹葭堂・富岡鉄斎の蔵書印も見
える。これは重要文化財にも匹敵するものと言
われている。江戸期京都図の版元を代表する林
吉永・竹原好兵衛など主要な版をほとんど網羅
している。
また、同じ版でも手書きで彩色されたもの、
彩色印刷されたものがあるなど、比較して見る
と興味深い地図が沢山ある。町中を子細に眺め
ると、正面通りの東詰に大仏があったことが分
かるほか、現在に残る通りの名前があり、改め
て京都の長い歴史を感じさせる。周辺に目を転
ずると、三井寺を表すためか琵琶湖が描かれて
いる地図もある。
これらは、人文・社会科学分野のみならず、
広範囲の研究者にとって第一級の学術研究資料
であり、今後の研究者による活用が大いに期待
されるところである。
このコレクションは、金田章裕文学研究科教
授の永年にわたる同コレクションに関する研究
を縁として寄贈に至ったものであり、寄贈者の
大塚隆氏に対して、平成12年12月19日（火）総
長室において、佐々木丞平附属図書館長、金田
章裕文学研究科教授、熊谷俊夫附属図書館事務
部長等の出席のもと、長尾Ú総長から感謝状の
贈呈が行われた。
附属図書館ではこの古地図を『大塚京都図コ
レクション』として貴重図書に指定し、整理・
保存していくだけでなく、図録の作成、公開展
示会の開催のほか、現在推進している「電子図
書館システム」によるネットワーク上でも公開
することにより、広く利用していただくことも
計画している。
